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通信教育部担当科目 ・環境論 III

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

　教養部学生支援委員長として、教養部の教務・学生支援に係る校務を統括した。ま
た、初年次教育ワーキンググループの一人として、本学での初年次教育の円滑かつ効果
的な実施と改善に向けた活動を行った。ウインドオーケストラ・生物研究会・天文同好
会・ワンダーフォーゲル行道会・放送研究会等の合計12もの文化会クラブやサークルの
顧問として、本学学生の課外活動等の支援や助言を行なった。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　講義では、常にコンピューターを用いてPpower Pointなどのプレゼンテーション用ソ
フトやビデオ・DVD資料を使用し、写真や図表や動画を示しながら視覚的・聴覚的にわ
かりやすいよう工夫を凝らしている。環境論VII&VIIIでは、野外調査を何度も実施し
て、自然体験の少ない最近の学生たちに、健全＆不健全な自然環境を体験・理解できる
よう努力している。また学会の自然環境保全委員会委員長や行政招集の委員などを幾つ
も務めた経験から、政治、行政や産業界の環境問題に対する取組の現状についても紹介
している。

　日本貝類学会多様性保全委員長、日本生態学会近畿地区会自然保護専門委員長、日本
生態学会外来種問題検討作業部会委員、環境省絶滅のおそれのある野生生物の選定・評
価検討会貝類分科会委員、環境省特定外来生物選定専門家グループ会合（無脊椎動物）
委員、環境省希少野生動植物種保存推進員等の活動を通して、自然環境保全・希少生物
保護・外来生物防除等に係る活動や情報収集、行政機関への情報提供と助言、関係機関
への要望書提出などを行った。
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　【研究上の特記事項】

　科学研究費（基盤C）「島嶼の外来海洋生物学:侵入リスクの推定と分布拡大予測」を
利用して、今年度は、トカラ列島、小笠原諸島、甑島諸島、奄美群島で外来海洋生物の
分布・被害調査を行った。また、京都府外来種実態調査委員、和歌山県外来種リスト作
成委員として、京都府と和歌山県の海岸で外来海洋生物の分布・被害調査を行った。さ
らに、岩礁性潮間帯に棲息するかサガイ類の行動と生態に関する実験的な研究を行っ
た。奈良県では、絶滅危惧種の陸貝であるナガオカモノアラガイの県下での分布・生息
状況調査を各地で行った。
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日本生態学会（近畿地区会委員、近畿地区会自然保護専門委員長、外来種問題検討作業
部会員）、日本貝類学会（評議員、多様性保全委員会委員長、学会誌編集委員）、関西
自然保護機構（運営委員）、日本ベントス学会、付着生物学会、日本陸水学会、軟体動
物多様性学会、応用生態工学会、「野生生物と社会」学会、陸水生物研究会、南紀生物
研究会、東京貝類同好会、名古屋貝類談話会

外来海洋生物・外来淡水動物の分布、生態、被害、リスクアセスメントおよび防除に関
する研究
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岩礁性潮間帯に成立する藻類・藻
食性貝類・肉食性貝類の食物連鎖
構造における直接および間接相互
作用の強さの季節変化について実
験的な分析を行い、間接相互作用
の季節的な変化がこの生物群集の
成立と維持に大きな影響を与えて
いることを明らかにした。掲載
頁：1093−1103

岩礁性潮間帯に棲息する藻食性貝
類（カサガイ類）4種の特異な講堂
である帰家行動の強弱について室
内実験を行い、4種の間に大きな種
間差があることを明らかにした。
掲載頁：77−81
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外来海洋生物の現状を概観し、特
に水産業に与える被害等を分析・
説明して、今後の対策等について
発表した。

伊豆諸島の8つの有人島における外
来海洋生物の分布を調査し、島ご
とに外来種相が異なることを明ら
かにし、その相違の要因を考察し
た。掲載頁：47−58

①Roles of the seasonal
dynamics of ecosystem
components in fluctuating
indirect interactions on
a rocky shore

②カサガイ類の帰家行動：
室内実験の結果から

外来海洋生物の現状を概観し、特
に水産業に与える被害等を分析し
て、今後の対策等についての提言
を行った。掲載頁：2

④本州日本海沿岸における
キタノムラサキイガイの記
録，ならびに分布可能性の
検討

③Distribution of non-
indigenous marine
invertebrates on the
coasts of the lzu
Islands, Japan

日本では北海道のみに棲息すると
されてきたイガイ科二枚貝キタノ
ムラサキイガイの標本が本州で発
見されたことを報告し、その由来
と本州での永続的な棲息の可能性
について考察・検討し、その可能
性を否定した。掲載頁：67−81

京都府の海岸で外来固着性海洋動
物を対象として2006年と2016年に
行った調査の結果を比較し、両年
間の相違を明らかにし、その要因
を考察した。掲載頁：83−98

（学会発表）

①日本の海の外来生物：海
の幸にも迫る危機

（その他）

⑤京都府海岸の外来固着性
動物：2006年と2016年の比
較

①日本の海の外来生物：海
の幸にも迫る危機


